
(57)【要約】

　【解決手段】　ヘッド本体、フェース板、連接部およ

びネックにより構成される。ヘッド本体、フェース板、

連接部およびネックは金属により製成され、フェース板

は打球するのに用いられることができ、連接部はフェー

ス板とネックの間に形成される。ネックにはシャフトと

結合するための結合孔が設けられる。さらに連接部には

ホールが設けられるように構成されている。

　【効果】　連接部に設けられたホールにより連接部が

占める重量を減らすことができ、さらにヘッドの重心を

トウ部へ移動させることができるため、ゴルフクラブの

慣性モーメントを増やすことができる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ヘ ッ ド 本 体 （ １ ０ ） 、 ネ ッ ク （ １ ３ ） お よ び 連 接 部 （ １ ２ ） に よ り 構 成 さ れ る ゴ ル フ ク
ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 で あ っ て 、 ヘ ッ ド 本 体 （ １ ０ ） の 正 面 に は フ ェ ー ス 板 結 合 部 （ １ ０ １ ）
が 設 け ら れ 、 ネ ッ ク （ １ ３ ） は ヘ ッ ド 本 体 （ １ ０ ） の 一 方 に 設 け ら れ 、 ネ ッ ク （ １ ３ ） に
よ り シ ャ フ ト と 結 合 す る こ と が で き 、 連 接 部 （ １ ２ ） は フ ェ ー ス 板 結 合 部 （ １ ０ １ ） と ネ
ッ ク （ １ ３ ） の 間 に 形 成 さ れ 、 連 接 部 （ １ ２ ） に は ホ ー ル （ １ ２ １ ） が 設 け ら れ 、 ホ ー ル
（ １ ２ １ ） に よ り 連 接 部 （ １ ２ ） が 占 め る 重 量 を 減 ら す こ と が で き 、 ヘ ッ ド （ １ ） の 重 心
（ １ ４ ） を ト ウ 部 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ゴ ル フ ク ラ ブ の 慣 性 モ ー メ ン ト を 増 や す こ と
が で き る こ と を 特 徴 と す る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 連 接 部 （ １ ２ ） の ホ ー ル （ １ ２ １ ） は ス ル ー ホ ー ル で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 連 接 部 （ １ ２ ） の ホ ー ル （ １ ２ １ ） は ブ ラ イ ン ド ホ ー ル で 、 上 記 ブ ラ イ ン ド ホ ー ル の 開
口 部 は ヘ ッ ド （ １ ） の 正 面 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ
ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 連 接 部 （ １ ２ ） の ホ ー ル （ １ ２ １ ） は ブ ラ イ ン ド ホ ー ル で 、 上 記 ブ ラ イ ン ド ホ ー ル の 開
口 部 は ヘ ッ ド （ １ ） の 背 面 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ
ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 連 接 部 （ １ ２ ） の ホ ー ル （ １ ２ １ ） は 上 が 広 く 下 が 狭 い よ う な 段 々 と 収 縮 し た 形 状 に 形
成 さ れ る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド （ １ ） の 上 半 部 が 占 め る 重 量 を 相 対 的 に 減 ら し 、 さ ら に ヘ ッ
ド （ １ ） の 重 心 （ １ ４ ） を 下 へ 移 動 さ せ る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 ホ ー ル （ １ ２ １ ） に は 他 に 軽 質 材 料 が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 連 接 部 （ １ ２ ） の 構 造 の
強 度 を 強 化 し 、 さ ら に 打 球 時 の 振 動 を 吸 収 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記
載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 連 接 部 （ １ ２ ） に は 他 に 小 径 部 （ １ ２ ２ ） が 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 他 に 被 覆 層 （ ２ ０ ） が 含 ま れ 、 被 覆 層 （ ２ ０ ） は 軽 質 材 料 に よ り 製 成 さ れ 、 被 覆 層 （ ２
０ ） は 連 接 部 （ １ ２ ） の 小 径 部 （ １ ２ ２ ） に 被 覆 さ れ 、 さ ら に ホ ー ル （ １ ２ １ ） に 充 填 さ
れ る こ と に よ り 、 連 接 部 （ １ ２ ） の 構 造 の 強 度 を 強 化 す る こ と が で き る と 共 に 、 打 球 時 の
振 動 を 吸 収 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造
。
【 請 求 項 ９ 】
　 上 記 軽 質 材 料 は カ ー ボ ン 、 樹 脂 、 ゴ ム 、 高 分 子 化 合 材 料 、 チ タ ン 合 金 、 ア ル ミ 合 金 、 軽
質 合 金 か ら 選 ぶ こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ま た は ８ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ
ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 被 覆 層 （ ２ ０ ） は ホ ッ ト プ レ ス 、 射 出 成 形 の 方 式 に よ り 小 径 部 （ １ ２ ２ ） に 被 覆 さ れ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 連 接 部 （ １ ２ ） の 小 径 部 （ １ ２ ２ ） は ヘ ッ ド （ １ ） の ネ ッ ク （ １ ３ ） に 向 か っ て 延 伸 す
る よ う に 形 成 さ れ 、 小 径 部 （ １ ２ ２ ） を 拡 大 さ せ る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド （ １ ） の 上 半 部 が
占 め る 重 量 を 減 ら し 、 さ ら に ヘ ッ ド （ １ ） の 重 心 （ １ ４ ） を 相 対 的 に 下 へ 移 動 さ せ る こ と
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が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ネ ッ ク （ １ ３ ） の 上 端 の 小 径 部 （ １ ２ ２ ） に は 他 に 半 径 方 向 で 外 へ 延 伸 し て 環 状 フ ラ ン
ジ （ １ ３ ４ ） が 形 成 さ れ 、 さ ら に ネ ッ ク （ １ ３ ） に は 他 に 結 合 孔 （ １ ３ １ ） が 設 け ら れ 、
環 状 フ ラ ン ジ （ １ ３ ４ ） に よ り 結 合 孔 （ １ ３ １ ） と シ ャ フ ト と の 結 合 の 安 定 性 を 増 や す こ
と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 ネ ッ ク （ １ ３ ） の 小 径 部 （ １ ２ ２ ） の 表 面 に は 他 に 複 数 個 の 突 出 部 （ １ ３ ２ ） が 突 き 出
る よ う に 設 け ら れ 、 突 出 部 （ １ ３ ２ ） に よ り 小 径 部 （ １ ２ ２ ） が 被 覆 層 （ ２ ０ ） を 被 覆 す
る 結 合 の 安 定 性 を 増 や す こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ
ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 ネ ッ ク （ １ ３ ） の 小 径 部 （ １ ２ ２ ） の 表 面 に は 他 に 複 数 個 の 凹 欠 部 （ １ ３ ３ ） が 凹 む よ
う に 設 け ら れ 、 凹 欠 部 （ １ ３ ３ ） に よ り 小 径 部 （ １ ２ ２ ） が 被 覆 層 （ ２ ０ ） を 被 覆 す る 結
合 の 安 定 性 を 増 や す こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド
の 構 造 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 連 接 部 （ １ ２ ） と ネ ッ ク （ １ ３ ） は 精 密 鋳 造 、 鋳 造 、 機 械 加 工 、 圧 力 鋳 造 、 鍛 造 、 射 出
成 形 、 分 段 接 合 な ど の 方 式 に よ り ヘ ッ ド 本 体 （ １ ０ ） の 片 側 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 フ ェ ー ス 板 結 合 部 （ １ ０ １ ） は フ ェ ー ス 板 （ １ １ ） と 結 合 す る こ と が で き 、 フ ェ ー ス 板
（ １ １ ） に よ り 打 球 す る こ と が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ
ド の 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に 関 す る も の で 、 特 に 連 接 部 の 重 量 を 減 ら す こ と
に よ り 、 重 心 を 調 整 し 、 慣 性 モ ー メ ン ト を 増 や し 、 打 球 の 性 能 を 高 め 、 さ ら に 振 動 を 吸 収
す る こ と が で き る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に 係 る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 と し て は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 金 属 材 質 か ら な る ヘ
ッ ド １ が 製 成 さ れ 、 ヘ ッ ド １ に は ヘ ッ ド 本 体 １ ０ が 含 ま れ 、 ヘ ッ ド 本 体 １ ０ に は フ ェ ー ス
板 １ １ 、 連 接 部 １ ２ と ネ ッ ク １ ３ が 設 け ら れ 、 フ ェ ー ス 板 １ １ は 打 球 す る の に 用 い ら れ 、
連 接 部 １ ２ は フ ェ ー ス 板 １ １ と ネ ッ ク １ ３ を 連 接 す る こ と が で き 、 ネ ッ ク １ ２ は シ ャ フ ト
（ 図 示 せ ず ） と 結 合 す る の に 用 い ら れ る よ う に と し た も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 と し て は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ネ ッ ク １ ３ と
ヘ ッ ド 本 体 １ ０ の 間 の 連 接 部 １ ２ （ heel） の 下 方 に は 凹 欠 部 １ ２ ０ が 形 成 さ れ る た め 、 ネ
ッ ク １ ３ 側 の 重 量 を 相 対 的 に 減 ら す こ と が で き る 。 そ し て ヘ ッ ド １ の 重 心 １ ４ は ヘ ッ ド １
の ト ウ 部 （ toe） へ 移 動 し （ す な わ ち 、 連 接 部 １ ２ に 対 し て 外 へ の 移 動 ） 、 さ ら に フ ェ ー
ス 板 １ １ の 打 球 ゾ ー ン に 位 置 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ れ に よ り ヘ ッ ド １ の 慣 性 モ ー メ ン
ト を 相 対 的 に 増 や す こ と が で き る た め 、 打 球 の 性 能 （ 打 球 の 飛 距 離 ） を 増 や す こ と が で き
る よ う に と し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 ア メ リ カ 特 許 番 号 第 ４ ， ９ ９ ５ ， ６ ０ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に お い て は 、 連 接 部 １ ２ と ネ ッ ク １ ３ が
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占 め る 重 量 が 大 き 過 ぎ る た め 、 ヘ ッ ド １ の 重 心 １ ４ は 連 接 部 １ ２ に 近 過 ぎ る こ と に よ り 、
フ ェ ー ス 板 １ １ の 主 な 打 球 ゾ ー ン か ら 離 れ て し ま う 。 そ の 結 果 、 ヘ ッ ド １ の 慣 性 モ ー メ ン
ト は 減 ら さ れ 、 さ ら に ヘ ッ ド １ か ら 球 体 ま で の 打 球 応 力 の 移 転 の 効 率 も 減 ら さ れ る た め 、
ヘ ッ ド １ の 打 球 の 性 能 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ し て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 上 記 の よ う な 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に お い て は 、 ヘ ッ ド １ に 凹 欠 部 １
２ ０ が 設 け ら れ て 重 心 １ ４ が 外 へ の 移 動 に 役 立 つ こ と が で き る が 、 凹 欠 部 １ ２ ０ に よ り 連
接 部 １ ２ の 構 造 の 強 度 が 低 く な り 易 く な る 。 さ ら に 、 凹 欠 部 １ ２ ０ は 連 接 部 １ ２ の 下 方 に
形 成 さ れ る た め 、 ヘ ッ ド １ の 下 半 部 の 重 量 を 減 ら し て し ま う た め 、 ヘ ッ ド １ の 重 心 １ ４ が
外 へ 移 動 す る と 同 時 に 、 上 へ 移 動 し て し ま う た め 、 フ ェ ー ス 板 １ １ の 主 な 打 球 ゾ ー ン に 対
し て 重 心 １ ４ が 高 く な る 。 そ の 結 果 、 ヘ ッ ド １ に 凹 欠 部 １ ２ ０ を 設 置 す る こ と に よ り 打 球
の 性 能 と 慣 性 モ ー メ ン ト の 増 加 に 実 質 に 改 善 す る こ と が で き な い だ け で は な く 、 反 対 に ヘ
ッ ド １ が 断 裂 し た り 湾 曲 し て 変 形 し て し ま う と い う 問 題 点 が あ っ た 。 こ の よ う に 、 上 記 の
よ う な 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を さ ら に 改 良 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 問 題 点 に 鑑 み て 発 明 し た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、
ヘ ッ ド の 連 接 部 に ホ ー ル を 形 成 さ せ 、 連 接 部 の ホ ー ル に よ り 連 接 部 の 上 、 下 半 部 が 占 め る
重 量 を 均 一 に 減 ら す こ と が で き る た め 、 ヘ ッ ド の 重 心 を ト ウ 部 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、
慣 性 モ ー メ ン ト を 増 や す と 同 時 に 、 連 接 部 と ホ ー ル に は 他 に 軽 質 材 料 か ら な る 被 覆 層 を 被
覆 す る こ と が で き る こ と に よ り 、 構 造 の 強 度 を 強 化 す る と 共 に 、 打 球 の 振 動 を 吸 収 す る こ
と が で き る た め 、 ヘ ッ ド の 構 造 の 強 度 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 状 態 で ヘ ッ ド の 慣 性 モ ー メ ン ト
、 打 球 の 性 能 と 振 動 の 吸 収 性 を さ ら に 増 や す こ と が で き る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 提
供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 目 的 は 、 ヘ ッ ド の 連 接 部 に ホ ー ル を 形 成 さ せ 、 ホ ー ル に よ り 連 接 部 が 占
め る 重 量 を 軽 く 減 ら し 、 さ ら に ヘ ッ ド の 重 心 を ト ウ 部 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド の
慣 性 モ ー メ ン ト と 打 球 の 性 能 を 高 め る こ と が で き る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 提 供 し よ
う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 第 二 の 目 的 は 、 ヘ ッ ド の 連 接 部 に ホ ー ル を 形 成 さ せ 、 連 接 部 と ホ ー ル は 軽 質 材
料 か ら な る 被 覆 層 を 被 覆 す る こ と に よ り 、 振 動 の 吸 収 性 を 高 め る こ と が で き る と 共 に 、 構
造 の 強 度 を 高 め る こ と が で き る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 第 三 の 目 的 は 、 ヘ ッ ド の 連 接 部 に 小 径 部 を 形 成 さ せ 、 小 径 部 は 重 心 の 需 要 性 に
応 じ て ネ ッ ク に 向 か っ て 延 伸 す る 長 さ を 調 整 す る こ と が で き る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド の 上 半
部 の 重 量 を 減 ら し 、 さ ら に ヘ ッ ド の 重 心 を 下 へ 移 動 さ せ る こ と が で き る た め 、 重 心 の 調 整
の 自 由 度 を 増 や す こ と が で き る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 四 の 目 的 は 、 ヘ ッ ド の 連 接 部 に ホ ー ル を 形 成 さ せ 、 ホ ー ル の 規 格 を 調 整 す る
こ と に よ り 、 ヘ ッ ド の 上 半 部 が 占 め る 重 量 を 調 整 し 、 さ ら に ヘ ッ ド の 重 心 を 下 へ 移 動 さ せ
る こ と が で き る た め 、 ヘ ッ ド の 慣 性 モ ー メ ン ト と 打 球 の 性 能 を 高 め る こ と が で き る ゴ ル フ
ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に よ る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 は 、 下 記 の よ う に
な る も の で あ る 。 す な わ ち 、
　 ヘ ッ ド 本 体 、 ネ ッ ク お よ び 連 接 部 に よ り 構 成 さ れ る 。 ヘ ッ ド 本 体 の 正 面 に は フ ェ ー ス 板
結 合 部 が 設 け ら れ る 。 ネ ッ ク は ヘ ッ ド 本 体 の 一 方 に 設 け ら れ 、 ネ ッ ク に よ り シ ャ フ ト と 結
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合 す る こ と が で き る 。 連 接 部 は フ ェ ー ス 板 結 合 部 と ネ ッ ク の 間 に 形 成 さ れ 、 連 接 部 に は ホ
ー ル が 設 け ら れ 、 ホ ー ル に よ り 連 接 部 が 占 め る 重 量 を 減 ら す こ と が で き 、 ヘ ッ ド の 重 心 を
ト ウ 部 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ゴ ル フ ク ラ ブ の 慣 性 モ ー メ ン ト を 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 は 、 連 接 部 の ホ ー ル は ス ル ー ホ ー ル で あ る こ と
も で き る 。 ま た 、 連 接 部 の ホ ー ル は ブ ラ イ ン ド ホ ー ル で 、 上 記 ブ ラ イ ン ド ホ ー ル の 開 口 部
は ヘ ッ ド の 正 面 に 設 け ら れ る こ と も で き る 。 ま た 、 連 接 部 の ホ ー ル は ブ ラ イ ン ド ホ ー ル で
、 上 記 ブ ラ イ ン ド ホ ー ル の 開 口 部 は ヘ ッ ド の 背 面 に 設 け ら れ る こ と も で き る 。 ま た 、 連 接
部 の ホ ー ル は 上 が 広 く 下 が 狭 い よ う な 段 々 と 収 縮 し た 形 状 に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ヘ ッ
ド の 上 半 部 が 占 め る 重 量 を 相 対 的 に 減 ら し 、 さ ら に ヘ ッ ド の 重 心 を 下 へ 移 動 さ せ る こ と も
で き る 。 ま た 、 ホ ー ル に は 他 に 軽 質 材 料 が 充 填 さ れ る こ と に よ り 、 連 接 部 の 構 造 の 強 度 を
強 化 し 、 さ ら に 打 球 時 の 振 動 を 吸 収 す る こ と も で き る 。 ま た 、 連 接 部 に は 他 に 小 径 部 が 形
成 さ れ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に よ る ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 は 、 他 に 被 覆 層 が 含 ま れ 、 被 覆 層 は 軽
質 材 料 に よ り 製 成 さ れ 、 被 覆 層 は 連 接 部 の 小 径 部 に 被 覆 さ れ 、 さ ら に ホ ー ル に 充 填 さ れ る
こ と に よ り 、 連 接 部 の 構 造 の 強 度 を 強 化 す る こ と が で き る と 共 に 、 打 球 時 の 振 動 を 吸 収 す
る こ と も で き る 。 ま た 、 上 記 軽 質 材 料 は カ ー ボ ン 、 樹 脂 、 ゴ ム 、 高 分 子 化 合 材 料 、 チ タ ン
合 金 、 ア ル ミ 合 金 、 軽 質 合 金 か ら 選 ぶ こ と も で き る 。 ま た 、 被 覆 層 は ホ ッ ト プ レ ス 、 射 出
成 形 の 方 式 に よ り 小 径 部 に 被 覆 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 連 接 部 の 小 径 部 は ヘ ッ ド の ネ
ッ ク に 向 か っ て 延 伸 す る よ う に 形 成 さ れ 、 小 径 部 を 拡 大 さ せ る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド の 上 半
部 が 占 め る 重 量 を 減 ら し 、 さ ら に ヘ ッ ド の 重 心 を 相 対 的 に 下 へ 移 動 さ せ る こ と も で き る 。
ま た 、 ネ ッ ク の 上 端 の 小 径 部 に は 他 に 半 径 方 向 で 外 へ 延 伸 し て 環 状 フ ラ ン ジ が 形 成 さ れ 、
さ ら に ネ ッ ク に は 他 に 結 合 孔 が 設 け ら れ 、 環 状 フ ラ ン ジ に よ り 結 合 孔 と シ ャ フ ト と の 結 合
の 安 定 性 を 増 や す こ と も で き る 。 ま た 、 ネ ッ ク の 小 径 部 の 表 面 に は 他 に 複 数 個 の 突 出 部 が
突 き 出 る よ う に 設 け ら れ 、 突 出 部 に よ り 小 径 部 が 被 覆 層 を 被 覆 す る 結 合 の 安 定 性 を 増 や す
こ と も で き る 。 ま た 、 ネ ッ ク の 小 径 部 の 表 面 に は 他 に 複 数 個 の 凹 欠 部 が 凹 む よ う に 設 け ら
れ 、 凹 欠 部 に よ り 小 径 部 が 被 覆 層 を 被 覆 す る 結 合 の 安 定 性 を 増 や す こ と も で き る 。 ま た 、
連 接 部 と ネ ッ ク は 精 密 鋳 造 、 鋳 造 、 機 械 加 工 、 圧 力 鋳 造 、 鍛 造 、 射 出 成 形 、 分 段 接 合 な ど
の 方 式 に よ り ヘ ッ ド 本 体 の 片 側 に 形 成 さ れ る こ と も で き る 。 ま た 、 フ ェ ー ス 板 結 合 部 は フ
ェ ー ス 板 と 結 合 す る こ と が で き 、 フ ェ ー ス 板 に よ り 打 球 す る こ と も で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド の 連 接 部 に ホ ー ル を 形 成 さ せ 、 ホ
ー ル に よ り 連 接 部 が 占 め る 重 量 を 軽 く 減 ら し 、 さ ら に ヘ ッ ド の 重 心 を ト ウ 部 へ 移 動 さ せ る
こ と に よ り 、 ヘ ッ ド の 慣 性 モ ー メ ン ト と 打 球 の 性 能 を 高 め る こ と が で き る と い う 利 点 が あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド の 連 接 部 に ホ ー ル を 形 成 さ せ 、 連
接 部 と ホ ー ル は 軽 質 材 料 か ら な る 被 覆 層 を 被 覆 す る こ と に よ り 、 振 動 の 吸 収 性 を 高 め る こ
と が で き る と 共 に 、 構 造 の 強 度 を 高 め る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド の 連 接 部 に 小 径 部 を 形 成 さ せ 、 小
径 部 は 重 心 の 需 要 性 に 応 じ て ネ ッ ク に 向 か っ て 延 伸 す る 長 さ を 調 整 す る こ と が で き る こ と
に よ り 、 ヘ ッ ド の 上 半 部 の 重 量 を 減 ら し 、 さ ら に ヘ ッ ド の 重 心 を 下 へ 移 動 さ せ る こ と が で
き る た め 、 重 心 の 調 整 の 自 由 度 を 増 や す こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド の 連 接 部 に ホ ー ル を 形 成 さ せ 、 ホ
ー ル の 規 格 を 調 整 す る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド の 上 半 部 が 占 め る 重 量 を 調 整 し 、 さ ら に ヘ ッ ド
の 重 心 を 下 へ 移 動 さ せ る こ と が で き る た め 、 ヘ ッ ド の 慣 性 モ ー メ ン ト と 打 球 の 性 能 を 高 め
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る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 分 解 斜 視 図 で 、 図 ２ は 本 発
明 の 実 施 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面 図 で 、 図 ３ は
本 発 明 の 実 施 例 ２ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 被 覆 層 を 被 覆 し て い な い 状 態 の 正 面 図 で
、 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 ２ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面
図 で 、 図 ５ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 被 覆 層 を 被 覆 し て い な い 状
態 の 正 面 図 で 、 図 ６ は 本 発 明 の 実 施 例 ３ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ
た 状 態 の 正 面 図 で 、 図 ７ は 本 発 明 の 実 施 例 ４ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て
ら れ た 状 態 の 正 面 図 で 、 図 ８ は 本 発 明 の 実 施 例 ５ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み
立 て ら れ た 状 態 の 正 面 図 で 、 図 ９ は 本 発 明 の 実 施 例 ６ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る
組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面 図 で 、 図 １ ０ は 本 発 明 の 実 施 例 ７ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造
に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面 図 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 、 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 の ヘ ッ ド １ は 金
属 、 合 金 材 質 に よ り 製 成 さ れ 、 ヘ ッ ド １ に は ヘ ッ ド 本 体 １ ０ 、 フ ェ ー ス 板 １ １ 、 連 接 部 １
２ 、 ネ ッ ク １ ３ と ホ ー ル １ ２ １ が 含 ま れ る 。 ヘ ッ ド 本 体 １ ０ の 正 面 に は フ ェ ー ス 板 結 合 部
１ ０ １ が 形 成 さ れ 、 フ ェ ー ス 板 結 合 部 １ ０ １ に よ り フ ェ ー ス 板 １ １ が 例 え ば 嵌 設 、 圧 合 、
ろ う 付 け 、 溶 接 、 螺 設 、 一 体 成 形 な ど の 方 式 に よ り ヘ ッ ド 本 体 １ ０ に 結 合 さ れ る こ と が で
き る 。 フ ェ ー ス 板 １ １ は 打 球 す る の に 用 い ら れ る こ と が で き る 。 連 接 部 １ ２ は フ ェ ー ス 板
１ １ と ネ ッ ク １ ３ の 間 に 連 接 さ れ る 。 ホ ー ル １ ２ １ は 連 接 部 １ ２ に 設 け ら れ 、 さ ら に ホ ー
ル １ ２ １ は 例 え ば ス ル ー ホ ー ル ま た は ブ ラ イ ン ド ホ ー ル の 形 式 を 選 択 す る こ と が で き る 。
例 え ば ブ ラ イ ン ド ホ ー ル に 形 成 さ れ た 時 、 ホ ー ル １ ２ １ の 開 口 部 を ヘ ッ ド １ の 正 面 ま た は
背 面 に 設 け る こ と が で き る 。 ホ ー ル １ ２ １ に よ り 連 接 部 １ ２ の 上 、 下 半 部 が 占 め る 重 量 を
均 一 に 減 ら す こ と が で き る た め 、 ヘ ッ ド １ の 重 心 １ ４ は ネ ッ ク １ ３ に 対 し て ヘ ッ ド １ の ト
ウ 部 へ 移 動 （ す な わ ち 、 連 接 部 １ ２ に 対 し て 外 へ 移 動 ） す る よ う に 形 成 さ れ る と 共 に 、 ヘ
ッ ド １ の 慣 性 モ ー メ ン ト を 相 対 的 に 増 や す こ と が で き る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド １ の 打 球 の 性
能 （ 打 球 飛 距 離 ） を 有 効 に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 ネ ッ ク １ ３ に は 結 合 孔 １ ３ １ が 形
成 さ れ 、 結 合 孔 １ ３ １ に よ り シ ャ フ ト （ 図 示 せ ず ） と 結 合 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 連
接 部 １ ２ と ネ ッ ク １ ３ は 使 用 上 の 需 要 性 に 応 じ て 例 え ば 精 密 鋳 造 、 鋳 造 、 機 械 加 工 、 圧 力
鋳 造 、 鍛 造 、 射 出 成 形 な ど の 方 式 に よ り 一 体 成 形 に な る よ う に ヘ ッ ド 本 体 １ ０ の 片 側 に 成
形 す る こ と が で き 、 ま た は 分 段 接 合 の 方 式 に よ り ヘ ッ ド 本 体 １ ０ に 結 合 す る こ と が で き る
。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ 、 ４ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ２ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 掲 示 さ れ る 。
実 施 例 １ と 比 較 し て 、 実 施 例 ２ の 連 接 部 １ ２ に は さ ら に 小 径 部 １ ２ ２ が 形 成 さ れ 、 小 径 部
１ ２ ２ は 被 覆 層 ２ ０ が 被 覆 す る の に 用 い ら れ る 。 被 覆 層 ２ ０ は 適 当 な 軽 質 材 料 に よ り 組 成
さ れ 、 上 記 軽 質 材 料 は 好 ま し く は カ ー ボ ン 、 樹 脂 、 ゴ ム 、 高 分 子 化 合 材 料 ま た は 軽 質 合 金
（ 例 え ば チ タ ン 合 金 、 ア ル ミ 合 金 ） か ら 選 ぶ こ と が で き 、 さ ら に ホ ッ ト プ レ ス ま た は 射 出
成 形 な ど の 方 式 に よ り 小 径 部 １ ２ ２ に 被 覆 さ せ 、 さ ら に ホ ー ル １ ２ １ に 充 填 さ せ る こ と が
で き る 。 被 覆 層 ２ ０ に よ り 連 接 部 １ ２ の 構 造 の 強 度 に 影 響 を 及 ぼ さ な い 状 態 で 連 接 部 １ ２
の 重 量 を さ ら に 減 ら す こ と が で き る と 同 時 に 、 被 覆 層 ２ ０ に よ り ヘ ッ ド １ の 連 接 部 １ ２ の
抵 抗 値 を 相 対 的 に 高 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 フ ェ ー ス 板 １ １ の 打 球 応 力 に 影 響 を
及 ぼ さ な い 状 態 で 被 覆 層 ２ ０ に よ り 打 球 時 に 生 じ た 振 動 を 吸 収 す る こ と が で き る た め 、 打
球 時 の 安 定 性 を 高 め る こ と が で き る と 共 に 、 握 り 心 地 も よ く な る 。
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【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ 、 ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ３ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 掲 示 さ れ る 。
実 施 例 ２ と 比 較 し て 、 実 施 例 ３ の 連 接 部 １ ２ の 小 径 部 １ ２ ２ は さ ら に ネ ッ ク １ ３ に 向 か っ
て 延 伸 す る よ う に 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 小 径 部 １ ２ ２ の 区 域 が さ ら に 拡 大 さ れ る 。 こ れ
に よ り 、 ヘ ッ ド １ の 重 心 １ ４ を ト ウ 部 へ 移 動 さ せ る だ け で は な く 、 ヘ ッ ド １ の 上 半 部 が 占
め る 重 量 を 減 ら す こ と が で き る こ と に よ り 、 重 心 １ ４ を さ ら に 下 へ 移 動 さ せ る こ と が で き
る た め 、 小 径 部 １ ２ ２ に よ り シ ャ フ ト の 慣 性 モ ー メ ン ト を さ ら に 延 長 す る こ と が で き る 。
ま た 、 通 常 と し て 、 小 径 部 １ ２ ２ は 製 品 の 使 用 上 の 需 要 性 に 応 じ て 延 伸 す る 長 さ を 調 整 す
る こ と が で き 、 さ ら に 連 接 部 １ ２ の 小 径 部 １ ２ ２ は 最 大 と し て ネ ッ ク １ ３ の 末 端 ま で 延 伸
す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 本 発 明 に お い て 製 造 時 に お け る ヘ ッ ド １ の 重 心 の 調 整 自
由 度 を 増 や す こ と が で き る 。 さ ら に 、 被 覆 層 ２ ０ も 同 様 に 延 伸 さ れ た 小 径 部 １ ２ ２ に 被 覆
さ れ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ７ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ４ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 掲 示 さ れ る 。 実 施
例 ３ と 比 較 し て 、 実 施 例 ４ の 連 接 部 １ ２ の 小 径 部 １ ２ ２ が ネ ッ ク １ ３ の 末 端 ま で 延 伸 さ れ
た 時 、 ネ ッ ク １ ３ の 小 径 部 １ ２ ２ の 表 面 に は さ ら に 複 数 個 の 突 出 部 １ ３ ２ が 突 き 出 る よ う
に 設 け ら れ る 。 突 出 部 １ ３ ２ の 断 面 は 環 状 、 円 形 、 長 条 形 な ど の 各 種 の 幾 何 形 状 に 形 成 さ
れ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 被 覆 を 行 っ て 被 覆 層 ２ ０ が 形 成 さ れ た 時 、 突 出 部 １ ３ ２
に よ り 小 径 部 １ ２ ２ と 被 覆 層 ２ ０ と の 結 合 の 安 定 性 と 信 頼 性 を 増 や す こ と が で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ５ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 掲 示 さ れ る 。 実 施
例 ３ と 比 較 し て 、 実 施 例 ５ の 連 接 部 １ ２ の 小 径 部 １ ２ ２ が ネ ッ ク １ ３ の 末 端 ま で 延 伸 さ れ
た 時 、 ネ ッ ク １ ３ の 小 径 部 １ ２ ２ の 表 面 に は さ ら に 複 数 個 の 凹 欠 部 １ ３ ３ が 凹 む よ う に 設
け ら れ る 。 凹 欠 部 １ ３ ３ の 断 面 は 環 状 、 円 形 、 長 条 形 な ど の 各 種 の 幾 何 形 状 に 形 成 さ れ る
こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 被 覆 を 行 っ て 被 覆 層 ２ ０ が 形 成 さ れ た 時 、 凹 欠 部 １ ３ ３ に よ
り 小 径 部 １ ２ ２ と 被 覆 層 ２ ０ と の 結 合 の 安 定 性 と 信 頼 性 を 増 や す こ と が で き る 。
【 実 施 例 ６ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ９ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ６ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 掲 示 さ れ る 。 実 施
例 ３ と 比 較 し て 、 実 施 例 ６ の ネ ッ ク １ ３ の 上 端 に は さ ら に 半 径 方 向 で 外 へ 延 伸 し て 環 状 フ
ラ ン ジ １ ３ ４ が 形 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 シ ャ フ ト と 結 合 す る 時 、 環 状 フ ラ ン ジ １ ３ ４ に
よ り 結 合 孔 １ ３ １ と シ ャ フ ト と の 結 合 の 安 定 性 と 信 頼 性 を 増 や す こ と が で き る 。
【 実 施 例 ７ 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 実 施 例 ７ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 掲 示 さ れ る 。 実
施 例 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ６ と 比 較 し て 、 実 施 例 ７ の 連 接 部 １ ２ の ホ ー ル １ ２ １ は 上 が 広
く 下 が 狭 い よ う な 段 々 と 収 縮 し た 形 状 に 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 ホ ー ル １ ２ １ に よ り ヘ
ッ ド 本 体 １ ０ の 重 心 １ ４ を ト ウ 部 へ 移 動 さ せ る こ と が で き る と 共 に 、 ヘ ッ ド １ の 上 半 部 の
重 量 を 相 対 的 に 減 ら す こ と が で き 、 さ ら に ヘ ッ ド １ の 重 心 １ ４ を 下 へ 移 動 さ せ る こ と が で
き る た め 、 ヘ ッ ド １ の 慣 性 モ ー メ ン ト を 増 や し 、 さ ら に 打 球 の 性 能 （ 打 球 飛 距 離 ） を 高 め
る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 上 述 の 如 く 、 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド １ の 構 造 の 強 度 に 影 響
を 及 ぼ さ な い 状 態 で ヘ ッ ド の 重 心 の 位 置 を 有 効 に 外 へ 調 整 す る こ と が で き な い と い う 問 題
点 が あ っ た が 、 本 発 明 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ れ ば 、 連 接 部 に ホ ー ル と 小 径 部 を
形 成 さ せ 、 そ し て 小 径 部 に 被 覆 層 を 被 覆 さ せ る こ と に よ り 、 ヘ ッ ド の 慣 性 モ ー メ ン ト 、 打
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球 の 性 能 、 振 動 の 吸 収 性 、 構 造 の 強 度 お よ び 重 心 の 調 整 の 自 由 度 を さ ら に 増 や す こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 そ の 精 神 及 び 必 須 の 特 徴 事 項 か ら 逸 脱 す る こ と な く 他 の や り 方 で 実 施 す る こ
と が で き る 。 従 っ て 、 本 明 細 書 に 記 載 し た 好 ま し い 実 施 例 は 例 示 的 な も の で あ り 、 限 定 的
な も の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 被 覆 層 を 被 覆 し て い な い 状 態 の
正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 が 被 覆 層 を 被 覆 し て い な い 状 態 の
正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 例 ４ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 例 ５ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 例 ６ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正 面
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 例 ７ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 組 み 立 て ら れ た 状 態 の 正
面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の も う 一 つ の ゴ ル フ ク ラ ブ ヘ ッ ド の 構 造 に よ る 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 　 　 １ 　 　 ヘ ッ ド 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 ヘ ッ ド 本 体
　 　 　 １ １ 　 　 フ ェ ー ス 板 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ １ 　 　 フ ェ ー ス 板 結 合 部
　 　 　 １ ２ 　 　 連 接 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ０ 　 　 凹 欠 部
　 　 １ ２ １ 　 　 ホ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ２ ２ 　 　 小 径 部
　 　 　 １ ３ 　 　 ネ ッ ク 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ １ 　 　 結 合 孔
　 　 １ ３ ２ 　 　 突 出 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ３ ３ 　 　 凹 欠 部
　 　 １ ３ ４ 　 　 環 状 フ ラ ン ジ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ４ 　 　 重 心
　 　 　 ２ ０ 　 　 被 覆 層
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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